
令和７年１月
我孫子市高齢者支援課 介護保険係

書類名 項目 注意点 備考

申請書 申請者氏名 自書してください。パソコン等の機械印字は不可です。

申請書 申請者住所 自書してください。パソコン等の機械印字は不可です。

申請書 住宅の所有者 共有名義の場合は、名義人の氏名を全て記入してください。
被保険者以外の方が所有者の場合、承諾書が必
要です。

申請書 被保険者との関係 賃貸の場合は、『貸借人』と記入ください。

申請書
住宅改修の内容
箇所及び規模

内容・箇所・規模を簡潔に箇条書きで記入してください。
「①」等通し番号をふり、写真、見積書に対応し
て作成していただけるとわかりやすいです。

申請書
住宅改修に要する費

用
介護保険の対象となる部分の金額を記入してください。ただし、20万円を超
える場合は、『200,000円』と記入してください。

訂正する時は、二重線で消し、必ず申請者と同
一の印で訂正印を押印してください。

申請書
振込指定口座

（償還払いの場合）

自書してください。パソコン等の機械印字は不可です。
事後申請書類の提出後に、死亡等のため振込みができなくなった場合は、事
前にご連絡ください。

訂正する時は、必ず申請者と同一の印で訂正印
を押印してください。
本人名義以外の口座を指定される場合、委任状
が必要になります。

承諾書 承諾年月日 事前申請日以前の日付を記入してください。

承諾書 住宅所有者
共有名義の場合は、全ての名義人から署名・押印をもらってください。
住宅所有者が死亡しており、名義変更がされてない場合は、代表相続人から
承諾書をもらってください。

ＵＲや市営住宅の場合は専用の承諾書を使用し
ていただいて構いません。

見積書
（内訳書）

宛名 被保険者本人のフルネームのものを提出してください。

見積書
（内訳書）

施工業者名 施工業者名の記載があり、社印が押印してあるものを提出してください。

見積書
（内訳書）

材料費と工賃 材料費と工賃は『材工一式』という表現ではなく、別分けで記載してくださ
い。

介護保険住宅改修申請書類　記入のポイント
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介護保険住宅改修申請書類　記入のポイント

見積書
（内訳書）

対象部分の
算出根拠

介護保険対象部分とそれ以外が混在する場合は、対象部分の金額と対象外
部分の金額が分かるように区別して記載ください。
対象とならない経費（例）
・写真現像代、現場管理費、清掃費など直接改修工事に関係しない経費
・電気工事費用

浴室の改修をユニットバスで行う場合は、申請
に係る箇所の価格(材料費・工賃ともに)を按分
して記載してください。メーカーが作成した見
積表がある場合は添付してください。

理由書
（表）

要介護認定 新規申請及び区分変更の場合は「申請中」と記入してください。

理由書
（表）

作成者

居宅介護支援事業所・小規模多機能型介護事業所の場合は、介護支援専門員
が記入してください。地域包括支援センターの場合は、担当職員（ケアマネの
資格を有するもの）が記入してください。
また、福祉住環境コーディネーター2級以上の取得者、1級建築士、作業療法
士等の作成も認めています。

理由書
（表）

利用者の身体状況
移動や立ち上がり、姿勢保持といった生活動作に関する身体状況などを記入
してください。また屋内・屋外での移動方法も記入してください。

現在の身体状況から、利用者の行動を制限して
いる原因を確認します。

理由書
（表）

介護状況 家族の状況、主な介護者を含む介護状況を記載してください。
家族と利用者との関わり、キーパーソンを確認
します。

理由書
（表）

住宅改修により、利
用者は日常生活をど

う変えたいか

住宅改修によって利用者・家族は介護状況、ＡＤＬ、社会参加など日常生活を
どう変えたいか、また、その効果を記載してください。

住宅改修により、期待される効果改善を確認し
ます。

理由書
（表）

福祉用具の現状の利
用状況と改善後の想

定
住宅改修前後の福祉用具の利用状況をチェックしてください。

理由書
（裏）

改善しようとしてい
る生活動作

現状の改善を必要とする動作についてチェックをつけてください。

理由書
（裏）

①の具体的に困難の
状況

生活動作で困っていること、問題点について、その状況や介護の現況を具体
的に記載してください。
①のチェックと②のコメントの両方を合わせて利用者の状況が分かるように
記入してください。

理由書
（裏）

改修目的・期待効果
①②を記入し、現状の問題点を踏まえた上で、改修目的の項目をチェックして
ください。各行為の困難事項を改善するためにどのような改修を行うのか、
その方針を具体的に記載してください。

理由書
（裏）

改修項目（改修箇所） 決定された改修内容の項目をチェックし、詳細に内容を記載してください。
申請書で列挙した内容と合わせて記入されてい
ると記載漏れが確認できます。
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